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浜 野 町 内 会

広 報 部

発行責任者 秋 葉 光 重

第29口緬薔田碁・将棋大会を1開催
将棋の部・松本 (南 4)さんが3連覇
囲碁の部・鈴木 (五反田2)さんが優勝

第
２９
回
浜
野
町
内
会
新
春

「囲
碁

・
将
棋
大

会
」
が
建
国
記
念
日
の
平
成
３０
年
２
月
１１
日

（日
）
に
浜
野
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
風
邪
が
流
行
の
為
か
体
調
不
良
に
よ

り
参
加
を
見
合
わ
せ
る
方
も
お
り
、
参
加
者
は
、

将
棋
の
部
７
名
、
囲
碁
の
部
４
名
の
参
加
で
対

局
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

||

タ
イ
ト
ル
賞
で
あ
る
囲
碁
は

「本
因
坊
」
と

将
棋
は

「王
将
」
を
目
指
し
、
熱
い
対
局
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

対
局
は
受
付
で
く
じ
引
き
に
よ
り
決
め
、
囲

碁
の
部
は
１
班
４
名
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
方
式
、

将
棋
の
部
は
Ａ
班
４
名

・
Ｂ
班
３
名
に
よ
る
リ
ー

グ
戦
方
式
で
そ
れ
ぞ
れ
上
位
２
名
に
よ
る
優
勝

及
び
３
位
決
定
戦
を
行
い
ま
し
た
。

対
局
は
９
時
４５
分
よ
り
開
始
し
昼
食

を
は
さ
み
５
時
間
余
り
の
対
局
と
な
り

ま
し
た
。

結
果
は
囲
碁
の
部
は
２
勝
１
敗
同
士

の
勝
又
さ
ん
と
鈴
木
さ
ん
で
優
勝
決
定

戦
。
３
位
決
定
戦
は
、
１
勝
２
敗
の
大

迫
さ
ん
と
佐
藤
さ
ん
で
対
局
。
優
勝
は

鈴
木
（五
反
田
２
町
会
）
さ
ん
、
準
優
勝

は
、
勝
又
全
三
井
１
町
会
）
さ
ん
３
位
は

大
迫
（五
反
田
１
町
会
）
さ
ん
と
な
り
ま

し
た
。
将
棋
の
部
は
Ａ
班
か
ら
３
勝
０
敗
の

初
芝
さ
ん
と
１
勝
２
敗
の
高
齢
者
順
で

松
川
さ
ん
。
Ｂ
班
か
ら
は
２
勝
０
敗
の

松
本
さ
ん
と
１
勝
１
敗
の
熊
谷
さ
ん
の

４
名
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
優

勝
決
定
を
行

っ
た
。
結
果
、
松
本
（南

３
町
会
）
さ
ん
が
３
連
覇
で
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。
準
優
勝
は
熊
谷
（辻
町
会
）

さ
ん
、
３
位
は
松
川
（駅
通
り
町
会
）
さ

ん
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

西判
|
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平成30年 3月号

三連覇の松本さん (中央)

せ1局|の1勝1敗1結1黒

1薔棋の部優勝決定戦

優勝

囲碁の部優勝決定戦

優勝

1薔棋の部 (A)予選リーグ戦

鶴 飼 松 川 美濃田 初 芝 勝  敗 順位

鶴 飼 ○ × × 1勝 2敗 3位

松 川 × ○ × 1勝 2敗 2位

美濃田 ○ × × 1勝 2敗 4位

初 芝 ○ ○ ○ 3勝0敗 1位

将棋の部 (B)予選リーグ戦

松 本 深 山 熊 谷 勝 敗 順位

松 本 ○ ○ 2勝 0敗 1位

深 山 × × O勝2敗 3位

賞員 毛き × ○ 1勝 1敗 2位

囲碁の部リーグ戦 (決勝戦)

大 迫 勝 又 佐 藤 鈴 木 勝 敗 順位

大 迫 × × ○ 1勝 2敗 2

勝 又 ○ ○ × 2勝 1敗 1

佐 藤 ○ × × 1勝 2敗 2

鈴 木 × ○ ○ 2勝 1敗 1

同じ勝敗者同士で優勝 。3位を決定戦を行つた。
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平成30年 3月 号 ま|ま

第
７
一回

町
会
長
会
議
一を
一開
催

平
成
３０
年
２
月
２４
日
（
主
）
第
７
回
町
会
長
会
議
を
開
催
。
左
記
の
５
議

案
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
生
浜
地
区
含
同

「
防
災
避
難
訓
練
」
の
実
施
に
つ
い
て

（
再
確
認
）

二
、
「
み
ん
な
で
見
守
る
町
づ
＜
り
生
浜
」

の
浜
野
町
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て

三
、
平
成
３０
年
度
、
各
町
会
役
員
及
び
他
組
織
役
員
の
選
出
と
、
役
員
名

簿
の
提
出
に
つ
い
て

四
、
平
成
３０
年
度

「
浜
野
町
内
会
定
期
総
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

五
、
報
告

・
連
絡
並
び
に
、
ご
意
見

・
ご
要
望
タ
イ
ム

一
、
生
浜
地
区
合
同

「防
災
避
難
訓
練
」

の
実
施
に
つ
い
て
☆
再
確
認

つ
ん

∧
生
活
環
境
部
Ｖ

実
施
日
　
３
月
４
日
（日
）

訓
練
概
要

１
区
は
、
町
会
毎
の

一
時
緊
急
避

難
場
所
に
町
会
毎
の
指
定
時
間
に

集
合
し
、
避
難
者
の
人
数

。
安
全

を
確
認
し
た
後
、
生
浜
小
学
校
に

１０
時
００
分
ま
で
に
避
難
す
る
。

２
区

・
３
区
は
、
町
会
毎
の

一
時

緊
急
避
難
場
所
に
町
会
毎
の
指
定

時
間
に
集
合
し
、
避
難
者
の
人
数

・

安
全
を
確
認
し
た
後
、
生
浜
西
小

学
校
に
９
時
２０
分
ま
で
に
避
難
す

スυ
。
避
難
所
で
は
、
避
難
所
運
営
委
員

の
指
示
に
従
い
行
動
す
る
。

避
難
所
で
、
区
及
び
町
会
の
避
難

(3)

状
況
を
確
認
し
た
後
、

①
生
浜
小
学
校
（１
区
）
で
は
、
１０
時

よ
り
今
後
の
避
難
訓
練
の
説
明
や

備
蓄
品
の
紹
介

②
生
浜
西
小
学
校
（２

・
３
区
）
で
は
、

９
時
３０
分
よ
り
赤
十
字
の
方
に
よ

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
の
講
習
を
行
な
う

予
定
で
す
。

二
、
「
み
ん
な
で
見
守
る
町
づ
く
り
生

浜
」
の
浜
野
町
の
取
組
み
状
況
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
∧
福
祉
部
Ｖ

平
成
２９
年
度
よ
り
開
始
し
た
本
活
動

の

「見
守
り
対
象
者
」
は
浜
野
町
内
会

全
体
で
３９
名
で
す
。

（１
区
９
名

。
２

区
１２
名

。
３
区
１８
名
）
★
対
象
者
‥
施

設
入
居
者
を
除
く
８０
歳
以
上
の
独
居

本
活
動
の
定
着
の
た
め
に
は
各
町
会

で
の
活
動
の
継
続
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

４
月
ょ
り
新
年
度
と
な
り
、
各
町
会
で

の
役
員
の
交
替
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
会
長
は
、
次
期
町
会
長

へ
の
活
動
内

容
全
般
や
対
象
者
リ
ス
ト
の
引
継
ぎ
、

並
び
に
活
動
の
主
担
当
で
あ
る
グ
ル
ー

プ
長

（班
長
）

へ
着
実
に
引
継
が
れ
た

事
の
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
長

（班
長
）
の
具
体
的
な

活
動
は
、

１
、
グ
ル
ー
プ
内
の
町
会
未
加
入
者
を

含
む
独
居
高
齢
者

（８０
歳
以
上
）

を
把
握
し
、

２
、
暫
く
見
か
け
な
い
場
合
や
新
聞

・

郵
便
物
が
溜
ま

っ
て
い
る
場
合
に

訪
問
し
、
安
否
の
確
認
を
実
施
す

る
。
釜
ハに
２
～
３
日
程
度
）

３
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
日
頃
よ
り
、
定

期
的
に
顔
合
わ
せ
す
る
機
会
を

つ

く

る

。

４
、
活
動
は
平
成
２９
年
５
月
ょ
り
実
施

す
る
。

５
、
活
動
内
容
等
の
報
告
は
不
要
。
但

し
、
当
該
人
よ
り
支
援
要
請
等
が

あ
れ
ば

「町
会
長
↓
民
生
児
童
委

員
」

へ
報
告
す
る
。

三
、
平
成
３０
年
度
、
各
町
会
役
員
及
び

他
組
織
役
員
の
選
出
、
並
び
に
、
役

員
名
簿
の
提
出
に
つ
い
て∧
総
務
部
Ｖ

平
成
２９
年
度
の
町
内
会
活
動
は
、
３

月
３．
日
を
も

っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

４
月
１
４
日
（土
）
の
町
内
会
定
期
総
会

の
承
認
を
得
て
、
平
成
３０
年
度
の
町
内

会
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

各
町
会
で
は
、
本
日
以
降
３
月
下
旬

ま
で
に
、
必
ず
町
会
の
総
会
を
開
催
し
、

平
成
３０
年
度
の
町
会
役
員
の
選
出
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
町
会
で
選
出
し
て

頂
く
役
員
は
、
町
会
長
１
名

・
副
町
会

長
１
名
、
婦
人
部
員
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
員
は
と
も
に
２
名
以
上
、
青
年

部
員
は
選
出
可
能
な
町
会
で
選
任
頂
き

た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
尚
、
役
員
の

再
任
は
妨
げ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
婦
人
部
員

。
青
年
部
員

・
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
員
に
つ
い
て
は
、

極
力
、
継
続
し
て
活
動
し
て
頂
け
る
よ

う
働
き
か
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
諏
訪
神
社
役
員
と
し
て
、
氏
子

代
表
１
名

・
祭
典
委
員
１
名
の
選
出
も

お
願
い
し
ま
す
。

尚
、
役
員
の
選
出
に
あ
た

つ
て
は
、

高
齢
者
世
帯
や
体
調
不
良
な
ど
様
々
な

事
情
で
辞
退
さ
れ
る
場
合
は
、
無
理
な

依
頼
は
せ
ず
、
先
送
り
や
受
け
て
頂
け

る
方
に
お
願
い
し
、
思
い
や
り
の
あ
る

町
会

。
相
互
扶
助
の
精
神
を
も

つ
て
選

出
頂
く
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
１
、
新
役
員
名
簿
提
出
期
限

３
月
３．
日
（土
）
必
着

２
、
提
出
先
　
各
区
長

(1)al
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のまは 平成30年 3月号

一■
一話
輪
罰
製
一

平
成
３０
年
２
月
３
日
（土
）
１２
年
目
と

な
る

「節
分
祭
」
が
浜
野
諏
訪
神
社
境

内
に
お
い
て
、
今
年

一
年
間
の
幸
せ
を

祈
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

「福
う
ち
」

の
掛
け
声
に
多
く
人
が

集
ま
り
賑
や
か
に
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
干
支
で
あ
る
犬
の
年
男

・

年
女
や
団
体
長
な
ど

の
方
々
に
よ
り

「鬼
は
外
」
―

。
「福
は
内
」
―
と
大
き
な

掛
け
声
で
、
威
勢
良
く
豆
や
紅
自
の
餅

を
ま
き
ま
し
た
。

神
社
の
境
内
に
は
、
福
を
わ
れ
先
に

も
ら
お
う
と
大
勢
の
子
供
や
大
人
が
集

ま
り
、
に
ぎ
や
か
な
豆
ま
き
と
な
り
ま

し
た
。

浜
野
町
内
会
文
化
部
に
よ
る

「子
供

イ
ベ
ン
ト
」
で
は
浜
野
町
に
在
住
す
る

小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
豆
ま
き
体
験

を
行
い
卒
業
を
前
に

「豆
ま
き
」
が
思

い
出
と
な
り
、
更
に

「豆
ま
き
」
の
風

習
が
大
人
に
な

っ
て
伝
え
ら
れ
れ
ば
と

の
思
い
で
町
内
会
で
企
画
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
生
浜
小
学
校
、
生
浜
西
小
学
校

の
６
年
生
に
よ
る
１７
名
が
参
加
し
元
気

に

「豆
ま
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
浜
野
町
在
住
の
小
学
６
年
生

・７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
子
供
達
は
元

気
が
よ
く
、
校
長
先
生
も
ご

一
緒
に
生

徒
た
ち
と

「鬼
は
外
」

「福
は
打
ち
」

と
大
き
な
掛
け
声
で
境
内
を
賑
や
か
し

て
く
れ
ま
し
た
。
子
供
達
は
と
て
も
良

い
思
い
出
と
な

っ
た
事
で
し
ょ
う
。

文
化
部
長

春
分
の
日
の
平
成
二
十
年
三
月
二
十

一
日
（水
）
第
六
天
神
社
の
祭
礼
を
行
い
ま

す
。
午
前
十
時
よ
り
神
官
に
よ
る
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
、
境
内
で
祭
囃
子
保
存
会
に
よ
る

「お
囃
子
」
の
奉
納
も
行
わ

れ
ま
す
。

第
六
天
神
の
云
わ
れ
は
、
昔

（明
治
の
初
め
頃
）
近
郷
を
襲

っ
た

「は
や
り
や

ま
い
」
の
大
流
行
が
周
辺
の
人
々
を
苦
し
め
た
時
に

「第
六
天
」
の
御
利
益
が
知

ら
れ
、
人
々
は
、
そ
の
信
仰
に
よ

つ
て
救
わ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

以
来
、
人
々
の
健
康
を
お
守
り
す
る
氏
神
様

（風
邪
の
神
様
と
も
言
わ
れ
る
）

と
し
て
地
元
ば
か
り
で
は
無
く
、
近
郷
の
人
々
も
講
を
作
る
な
ど
し
て
、
大
勢
の

信
者
が
参
拝
に
訪
れ
、
盛
大
で
賑
や
か
な
お
祭
で
あ

っ
た
そ
う
で
す
。

三
月
二
十

一
日
（水
）
の
お
祭
り
に
は
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
御
参
拝
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
　
　
　
第
六
天
神
社
　
世
話
人

一
同

町 内会員加 入者

氏|■1名|: 1町会名■ 班 |

大 谷  誠 浜野町「
'「
グリーンステージ 1
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